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試験委託者 通商産業省

・ 試験の表題 ジヒド口キシジフェニルスルホン (核メチル置換体を含む)[ ピス (4 ‐

ヒドロキシフェニル ) スルホン (被験物質番号 K-13 2 8) にて試験

、実施 ] のコイにおける濃縮度試験

試験番号 51328

上記試験は、「新規化学物質に係る試験及び指定化学物質に係る有害性の調査の項目等

を定める命令第4条に規定する試験施設について」 (環保業第 3 9号、薬発第 2 2 9号、

5 9基局第 8 5号、昭和 5 9年 3月 3 1 日、昭和 6 3年 11 月 18 日改正 ) に定める

・ 「新規化学物質に係る試験及び指定化学物質に係る有害性の調査の項目等を定める命令
第 4条に規定する試験施設に関する基準」及び 「OECD Principles of Good Laboratory

PraCtice」 (May 12,1981) に従って実施 したものです。
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運営管理



信頼性像証書

財団法人化学品検査協会
化学品安全センター久留米研究所

試験委託者 通商産業省

試験の表題 ジヒドロキシジフェニルスルホン (核メチル置換体を含む)、[ビス (4 ーヒドロキシ

フェニル ) スルホン (被験物質番号 ・K-13 2 8) にて試験実施] のコイにおける

濃縮度試験

,

. .
.

・ 試験番号 51328

上記試験は財団法人化学品検査協会化学品安全センター久留米研究所の信頼性保証部門が監査及び

査察を実施しており、監査又は査察を行った内容、日付並びに運営管理者及び試験責任者に報告を

行った日付は以下の通りです。

●

監査又は査察内容 監査又は査察日 報告日 (運営管理者) 報告日 (試験責任者)

試 験 計 画 書平成 9年 12 月 5日平成 9年 12 月 5日平成 9年 12 月 5 日

試 験 実施・状 況 平成 9年 12 月 9日平成 9年 12 月 10 日平成 9年 12 月 10 日

平成 10 年 1月 5日 平成 1,0年 1月 9 日平成 10 年 1月 9日

平成 10 年 1月 6日平成 10 年 1月 9日平成 10 年 1月 9日

平成 10 年 1月 2 2日平成 10 年 1月 2 6 日平成 10 年 1月 2 3日

生データ及び最終報告書平成 10 年 2月 24 日平成 10 年 2月 24 日平成 10 年 2月 2 4 日

本最終報告書は、試験の方法が正確に記載されており、内容が試験計画及び標準操作手順に従い、

かつ、生データを正確に反映していることを保証します。

平成 /o年 工月之子日

信頼性保証部門責任者

,







最終報告書
試験番号 513 2 8

1. 表 題 ジヒドロキシジフェニルスルホン (核メチル置換体を含む )

[ビス (4 ーヒドロキシフェニル ) スルホン (被験物質番号

K-13 2 8) にて試験実施 ] のコイにおける濃縮度試験

2. 試験委託者 名 称 通商産業省

住 所 (〒loo‐8901)東京都千代田区霞が関一丁目 3番 1号

、
3. 試 験 施 設 名 称

.
財団法人 化学品検査協会

化学品安全センター久留米研究所

住 所 (〒830-0023)福岡県久留米市中央町 19 -14

TE L (0 9 4 2)3 4 一 1 5 0 0

運営管理者

4. 試 験 目 的 K-13 2 8のコイにおける濃縮性の程度について知見を得る。

5. 試 験 方 法 「新規化学物質に係る試験の方法について」 (環保業第 5号、

薬発第615号、49基局第392号、昭和49年 7月13日) に規定する

く魚介類の体内における化学物質の濃縮度試験〉及び「OECD

, . Guideline 最 for Testing of Chemicals 」 (May 12,1981) に

定め る "Bioaccumulation:305C,Degree of BioConcentration

in Fis『に準拠 した。

6. 適用する優良 「新規化学物質に係る試験及び指定化学物質に係る有害性の調査

試験所基準 の項目等を定める命令第 4条に規定する試験施設について」

(環保業第 39号、薬発第229号、59基局第85号、昭和59年

3月31日、昭和63年 11月 18日改正) に定める「新規化学物質に

係る試験及び指定化学物質に係る有害性の調査の項目等を定める
命令第 4条に規定する試験施設に関する基準」 (以下「GLP

基準」という。 ) 及び 「OECD Principles of Good Laboratory

Practice 」 (May 12,1981) に適合して行った。
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7. 試 験 期 間

(1)試験開始 日 平成 9年 12 月 5日

(2)ばく露開始日 平成 9年 12 月 2 2日

(3)ぼく露終了日 ー平成 10 年 2月 2日

(4)試験終了日 平成 10 年 2月 13 日

8. 試験 関係者

試 験 責 任 者

試 験 担 当 者

飼育管理責任者

急性毒性試験担当者 , ,

●
試資料管理部門責任者

9. 最終報告書の作成

平成′0 年 ユ 月 ′3 日

試 験 責 任 者 氏 名
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10.4 入手先、商品名、等級及びロット番号 "

(1) 入. 手 先

(2) 商 品 名 ビス (4 ーヒドロキシフェニル) スルホン

(3)等 級
(4) ロット番号 GGO I

*1 入手先添付資料による。

10.5 被験物質の確認

赤外吸収スペクトル (Fig.14 参照 ) 、質量スペクトル (Fig,15 参照) 及び

核磁気共鳴スペクトル (Fig.16 参照 ) により構造を確認した。

● 10.6 保管条件及び保管条件下での安定性

(1)保管条件 冷蔵保存
(2)安定性確認 ばく露開始前及び終了後に被験物質の赤外吸収スペクトル

を測定した結果、両スペクトルは一致し、保管条件下で

安定であることを確認した (Fig.14 参照) 。

10.7 試験条件下での安定性

ぼく露開始前に予備検討を行い、試験条件下で安定であることを確認した。

■
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